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1.ENの活動とご提案

こころを育て、人間力を養い、自分らしく輝く

ENの子ども向けイベント 地域ボランティアリーダー育成

～こころ豊かに輝くために～

こころ豊かな社会の実現！

【青少年向け】 【一般向け】 【法人向け】
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●Q&A

Q1. どんなスタイルのワークショップ？
グループワークを中心とした体感型ワークショップです。

Q2. ワークショップの特徴はなに？
自分達で考え、答えを導き出し、
問題解決に取り組める人財を育成します。

2. ENのワークショップの特徴とは
～こころ豊かに輝くために～

◇カフェセミナー、ランチセミナー



3. 地域リーダー育成とイベント実施
～こころ豊かに輝くために～

地域のボランティアリーダーを育成

⇒わくわく交流会with留学生で実践

スキルアップセミナーの最終ステップとして「子どもわくわく交流会」を位置付け
イベント直前にも留学生と一緒に英語/日本語でのスタッフ研修を実施し、スタッフ の
サポートをしっかり行う

（例：第1回）

受講したコースに応じて、関わり方が変化します
■ 基礎コース ・・・ 自分で考え自ら動ける力をつける
■ 発展コース ・・・ ボランティアリーダーとなる力をつける
■ マスターコース ・・・ プログラムの企画や運営にも参加できる力をつける



4. 実績報告と活動の様子
～こころ豊かに輝くために～

■実績報告・・・別紙報告書参照



4. 実績報告の様子-②
～こころ豊かに輝くために～

【スキルアップセミナー】

【直前研修】



4. 実績報告の様子-③
～こころ豊かに輝くために～

【直前研修（上段左）、わくわく交流会with留学生（上段右、下段）】



4. 実績報告の様子-④
～こころ豊かに輝くために～

【実施後のふりかえり】

【わくわく交流会with留学生】



5. 今回の活動をふりかえって
～こころ豊かに輝くために～

【良かった点】
①昨年の課題であったボランティアスタッフの育成を行うことで、活動内容がよりスムーズに
実施できるようになった

②講師料への謝金や材料費など資金面での補助により、他団体と協働しながら活動がス
ムーズに行えた

③教材費を補助したもらえたことで、こどもたちの創作活動を行うための材料を十分に取り
そろえることができた

④市の 補助事業ということが参加者の信頼につながった。募集活動時に市の名義後援の
取得が容易だった

【今後への課題】
①ボランティアスタッフの発展コースが完全に実施できず、途中までの☆5つとなっているた
め、次年度に持越し
2015年度のイベントで活動してもらい、発展コースの修了、またマスターコースを目指すこと
ができるようにする

②補助がなくても活動を今後も継続して実施していくための、モデル事業づくり現在、現在、
2件を打ち合わせ中

3年間、ご支援本当にありがとうございました
こころより感謝申し上げます


